
ArcGISサーバー環境を構築する際、
こんな経験はありませんか？

・とにかく短期間でＡｒｃＧＩＳ開発環境の⽤意が必要。だけどサーバ導⼊は難しそう･･･
・情報漏えいは企業⽣命に影響！ ＡｒｃＧＩＳは分かるけど、セキュリティはよく分からない...
・開発環境と運⽤環境が違うから、障害の現象再現ができなくて迷宮⼊り。
・ＡｒｃＧＩＳが調達したクラウドで本当に動作するのか、⾃信がない...
・ＧＩＳデータはとにかく重い。⼤容量のデータ移動・バックアップは結構⼿間なんだよね。
・ＡｒｃＧＩＳ以外にも必要なライセンス導⼊やミドルウェア設定が⼭積みで運⽤、管理が⼤変。

“今まで” のGISサーバー環境構築の課題を解決します

TechnoCUVIC × ArcGIS

解決

所有から利⽤へ。必要な分を必要なときに、必要なだけ
ご利⽤頂ける環境をお客様にご提供致します。

機器のメンテナンスや障害対応などハードウェアにまつわる⾯倒な運⽤管理はお任せ！
ＯＳ、ＤＢＭＳ、ＡｒｃＧＩＳ導⼊済み環境の⽤意も可能です（導⼊オプション）

データのパックアップ、保管もサポート。
休眠したいデータもしっかりお預かりします！（データ休眠オプション）

運⽤実績豊富な国内センター利⽤。ＡｒｃＧＩＳも動作確認済み。クラウド基盤は安⼼の
稼動保証（ＳＬＡ）９９．９％。実質の稼働率９９．９９９％（２０１２年５⽉末現在）。

ＧＩＳの開発フェーズや運⽤フェーズに合わせて、必要な分だけ、すぐに。
同じ基盤での開発／運⽤でシステム導⼊〜構築〜運⽤に係る「⾒えない」コストを最⼩化。
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例１)
開発フェーズ

ＣＴＣ
データセンター

(国内)

ＥＤＮライセンス
導⼊、開発

例２)
運⽤フェーズ

インターネット／
イントラネットでの配信

メンテナンス

仮想環境

仮想環境

月額利用 58,800円(税込)～
WindowsServer
ＯＳテンプレート バックアップ インターネット接続 ファイヤウォール サービス稼働率

９９．９%（目標）

例えば、開発者向けライセンス
ＥＤＮ（ESRI Developer Network）＋ の場合

（年間ご契約の場合)

ＧＩＳ
コンサルティング

ミドルウェア
導⼊・設定 フル監視サービス ＧＩＳ

分散データ保管
スケールイン

／スケールアウト

ＧＩＳ
開発⽀援･構築 運⽤委託・管理

弊社CTCは、
ESRIジャパン(株)認定
ビジネスパートナー
です。

ArcGIS on CUVIC Cloudの利⽤シーン（⼀例)

サービスプラン

まずはお問合せ下さい！
その他、豊富なオプションメニューをご⽤意。
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